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(57)【要約】
【課題】一部の画面だけに動画を表示し、それ以外の部
分の静止画は低い周波数で画像を表示する表示装置の駆
動方法及び表示装置の駆動装置を提供する。
【解決手段】表示装置の駆動装置は、入力された映像デ
ータを動画表示画素行または静止画表示画素行に区分す
る静止画／動画判断部と、静止画表示画素行の画像パタ
ーンの階調値または輝度値に基づく統計値を用いて代表
値を算出する代表値算出部と、代表値に対する周波数値
を保存しているＬＵＴと、代表値に基づいてＬＵＴで最
適静止画表示周波数を選択する最適静止画表示周波数抽
出部と、代表値に基づいてＬＵＴで静止画表示周波数を
選択し、静止画表示周波数が最適静止画表示周波数より
大きい場合は静止画表示周波数を最終駆動周波数に決め
、静止画表示周波数が最適静止画表示周波数より小さい
場合は最適静止画表示周波数を最終駆動周波数に決める
駆動周波数決定部を含む。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された映像データを動画表示画素行または静止画表示画素行に区分する静止画／動
画判断部と、
　前記静止画表示画素行の画像パターンの階調値または輝度値に基づく統計値を用いて代
表値を算出する代表値算出部と、
　前記代表値に対する周波数値を保存しているルックアップテーブルと、
　前記代表値に基づいて前記ルックアップテーブルで最適静止画表示周波数を選択する最
適静止画表示周波数抽出部と、
　前記代表値に基づいて前記ルックアップテーブルで静止画表示周波数を選択し、前記静
止画表示周波数が前記最適静止画表示周波数より大きい場合は前記静止画表示周波数を最
終駆動周波数に決め、前記静止画表示周波数が前記最適静止画表示周波数より小さい場合
は前記最適静止画表示周波数を前記最終駆動周波数に決める駆動周波数決定部を含み、
　前記最終駆動周波数は最終動画周波数および最終静止画表示周波数を有し、
　前記動画表示画素行は前記最終動画周波数で駆動し、前記静止画表示画素行は前記最終
動画周波数より低い前記最終静止画表示周波数で駆動し、
　複数の前記静止画表示画素行は異なる複数の前記最終静止画表示周波数を有する、表示
装置の駆動装置。
【請求項２】
　前記代表値に掛けて加重値を付与した加重値算出部をさらに含み、
　前記代表値と前記加重値を掛けた値に基づいて前記ルックアップテーブルで前記静止画
表示周波数を選択し、
　前記加重値は、前記代表値に基づいて、前記代表値が中間値に近いほど大きな値を有し
、前記代表値が最大値または最小値に近いほど小さな値を有する、請求項１に記載の表示
装置の駆動装置。
【請求項３】
　前記代表値は、前記静止画表示画素行の画像パターンの階調値または輝度値に基づく統
計値を用いた値である、請求項２に記載の表示装置の駆動装置。
【請求項４】
　前記代表値は、平均値、ピーク値、または最大階調値のうちの一つである、請求項３に
記載の表示装置の駆動装置。
【請求項５】
　前記加重値は、前記代表値が中間階調の場合に最も大きい値を前記加重値として提供し
、前記代表値が最大または最小階調の場合に最も小さい値を前記加重値として提供する、
請求項４に記載の表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　前記加重値は、前記代表値に対応する画素数を算出して、前記画素数が大きいほど大き
い加重値を提供する、請求項４に記載の表示装置の駆動装置。
【請求項７】
　連続的に入力される映像データが、実際に表示パネルのいずれの画素に印加されるのか
を判断する位置判断部をさらに含み、
　前記位置判断部の出力は、前記静止画／動画判断部に伝達される、請求項２に記載の表
示装置の駆動装置。
【請求項８】
　前記位置判断部の出力を受信して、表示領域においていずれの画素行が動画表示画素行
であり、いずれの画素行が静止画表示画素行なのかを設定する動画表示画素行設定部をさ
らに含む、請求項７に記載の表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、表示装置の駆動方法及び表示装置の駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置は、液晶表示装置、有機発光表示装置、電気泳動表示装置、及びプラズマ表示
装置など多様な種類の平面表示装置を含み、このような表示装置は、パネルと、これを駆
動させる駆動チップと、駆動チップが実装されるボード及びシステムと、を含む。
【０００３】
　ディスプレイ分野でデータ伝送のバンド幅（ｂａｎｄ　ｗｉｄｔｈ）が高まることによ
り、駆動チップ、ボード及びシステム間の高速データ伝送が必要となり、そのためにＬＶ
ＤＳ（Ｌｏｗ　Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）方式
が幅広く用いられるようになった。ＬＶＤＳ方式によってデータを伝送する場合には、動
作スピードを向上させることができ、低電圧を使用するので消費電力が減り、ＥＭＩ問題
及び製造費用を節減するなどの効果がある。
【０００４】
　表示装置が表示する画像は、瞬間毎変わる動画と一定時間静止している静止画とを含む
。静止画の場合には消費電力を減らすために、ＰＳＲ（Ｐｉｘｅｌ　Ｓｅｌｆ　Ｒｅｆｒ
ｅｓｈ）技術を用いてデータを伝送しない技術が使用されている。しかし、ＰＳＲ技術は
、両方向通信が可能なデータ伝達方式だけで適用される。
【０００５】
　それだけでなく、表示装置の大型化に伴い、一画面の一部領域だけを使用する場合が増
加しており、当該領域だけで動画を表示し、それ以外の部分では静止画を表示する場合に
おいても、全ての画素を一定の周波数で動作させなければならない。これにより、一部の
領域だけに動画を表示する場合にも、消費電力を減らすことができないという短所がある
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、一部画
面だけに動画を表示し、それ以外の部分の静止画は低い周波数で画像を表示する表示装置
の駆動方法及び表示装置の駆動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明の実施形態による表示装置の駆動方法は、外
部から入力された現在フレーム（任意のｎ番目フレーム（ｎは自然数））の映像データを
直前フレーム（ｎ－１番目フレーム）の映像データと比較して、動画表示画素行と静止画
表示画素行に区分し、動画表示画素行は動画周波数で駆動し、静止画表示画素行は動画周
波数より低い静止画表示周波数で駆動した、複数の静止画表示画素行は異なる複数の静止
画表示周波数で駆動する。
【０００８】
　複数の静止画表示画素行のうちの動画表示画素行に近接した画素行は、動画表示画素行
から遠い画素行に比べて高い周波数で駆動することができる。
【０００９】
　動画表示画素行は、動画表示領域と、動画表示領域とゲート線を共有するリフレッシュ
領域とを含むことができる。
【００１０】
　外部から入力された現在フレームの映像データを直前フレームの映像データと比較して
、動画表示画素行と静止画表示画素行に区分する段階は、現在フレームの映像データをフ
レームメモリに保存し、保存されていた直前フレームの映像データを比較器に出力し、比
較器が現在フレームの映像データと直前フレームの映像データを比較することができる。
【００１１】
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　比較器では、現在フレームの映像データと直前フレームの映像データを画素行別に比較
して、画素行毎に、静止画を表示するのか、または動画を表示するのかを比較することが
できる。
【００１２】
　比較器で比較された結果は、ラインバッファメモリに保存することができる。
【００１３】
　比較器から出力されてラインバッファメモリに保存されるデータは、２ビットのデータ
であり、０は静止画を示し、１は動画を示すことができる。
【００１４】
　静止画表示画素行が動画を表示する動画表示画素行の間に存在する場合、間に存在する
静止画表示画素行も動画表示画素行のように動作させることができる。
【００１５】
　動画表示画素行は動画周波数で駆動し、静止画表示画素行は動画周波数より低い静止画
表示周波数で駆動する段階は、出力イネーブル信号を利用してゲートオン電圧がゲート線
に伝達されるか、または伝達されないようにスクリーニングすることができる。
【００１６】
　出力イネーブル信号を利用してゲートオン電圧が印加されない場合、データ電圧も印加
されないようにスクリーニングすることができる。
【００１７】
　静止画表示画素行は、動画周波数より低い静止画表示周波数で駆動し、最適静止画表示
周波数を分析し、動画画素行より上部に位置する上部静止画表示領域における上部静止画
表示周波数を決定し、及び動画画素行より下部に位置する下部静止画表示領域における下
部静止画表示周波数を決定することができる。
【００１８】
　最適静止画表示周波数を決定する段階は、静止画表示画素行の画像パターンを通じて代
表値を算出し、算出された代表値に基づいてルックアップテーブルで最適静止画表示周波
数を選択することができる。
【００１９】
　上部静止画表示周波数を算出する段階、及び下部静止画表示周波数を算出する段階は、
当該画素行の代表値を算出し、算出された代表値に基づいてルックアップテーブルで上部
静止画表示周波数及び下部静止画表示周波数を選択することができる。
【００２０】
　上部静止画表示周波数を決定し、及び下部静止画表示周波数を決定し、当該画素行の加
重値を算出した、代表値の代わりに代表値に加重値を掛けた値に基づいて、ルックアップ
テーブルで上部静止画表示周波数及び下部静止画表示周波数を選択することができる。
【００２１】
　上部静止画表示周波数及び下部静止画表示周波数から動画周波数まで周波数が次第に増
加することができる。
【００２２】
　上部静止画表示周波数及び下部静止画表示周波数から動画周波数まで曲線的に周波数が
増加することができる。
【００２３】
　最適静止画表示周波数より上部静止画表示周波数または下部静止画表示周波数が低い場
合、画素行を表示する動作周波数は最適静止画表示周波数であり得る。
【００２４】
　本発明の実施形態による表示装置の駆動装置は、外部から入力された映像データを動画
表示画素行または静止画表示画素行に区分する静止画／動画判断部と、画素行別に代表値
を算出する代表値算出部と、代表値に対する周波数値を保存しているルックアップテーブ
ルと、ルックアップテーブルで定められた周波数が適正なのかを判断して、最終駆動周波
数に決める駆動周波数決定部を含み、動画表示画素行は動画周波数で駆動し、静止画表示
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画素行は動画周波数より低い静止画表示周波数で駆動し、複数の静止画表示画素行は異な
る複数の静止画表示周波数で駆動する。
【００２５】
　代表値に掛けて加重値を付与した加重値算出部をさらに含み、代表値と加重値を掛けた
値に基づいてルックアップテーブルで周波数を選択することができる。
【００２６】
　静止画表示画素行の画像パターンを通じて代表値を算出し、算出された代表値に基づい
てルックアップテーブルで最適静止画表示周波数を選択する最適静止画表示周波数抽出部
をさらに含むことができる。
【００２７】
　代表値は、階調値または輝度値であり得る。
【００２８】
　代表値は、平均値、ピーク値、または最大階調値のうちの一つであり得る。
【００２９】
　加重値は、中間階調の場合、最も大きい値を加重値として提供し、最大または最小階調
の場合、最も小さい値を加重値に提供することができる。
【００３０】
　加重値は、代表値に対応する面積を算出して、面積が大きいほど大きい加重値を提供す
ることができる。
【００３１】
　連続的に入力される映像データが、実際に表示パネルのいずれの画素に印加されるのか
を判断する位置判断部をさらに含み、位置判断部の出力は静止画／動画判断部に伝達され
ることができる。
【００３２】
　位置判断部の出力を受信して、表示領域において、いずれの画素行が動画表示画素行で
あり、いずれの画素行が静止画表示画素行であるかを設定する動画表示画素行設定部をさ
らに含むことができる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、一部の画面だけに動画を表示し、それ以外の部分の静止画は低い周波
数で画像を表示する表示パネルの駆動方法及び表示パネルの駆動装置を利用して、一部の
画面だけに動画を表示することにより、消費電力を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施形態による表示装置のブロック図である。
【図２】表示画面の一部領域だけに動画が表示される場合、表示画面の領域を区分して示
した図面である。
【図３】本発明の実施形態によるデータ処理順序を示した図面である。
【図４】本発明の実施形態によるデータ処理順序を示した図面である。
【図５】本発明の実施形態によって信号を伝送する波形図を示した図面である。
【図６】本発明の実施形態によってラインバッファメモリに保存された結果によって動画
の部分を分析する方法を示したグラフである。
【図７】本発明の実施形態によって画面が表示される形状を時間によって区分して示した
図面である。
【図８】本発明の実施形態によって画像を表示する周波数を設定し、画像を表示するため
の画素行別周波数に対するグラフを示した図面である。
【図９】本発明の実施形態によって設定された周波数によって画像を表示する方法を示し
た図面である。
【図１０】本発明の他の実施形態によって画像を表示する周波数を設定し、画像を表示す
るための画素行別周波数に対するグラフを示した図面である。
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【図１１】本発明の他の実施形態によって画像を表示する周波数を設定し、画像を表示す
るための画素行別周波数に対するグラフを示した図面である。
【図１２】本発明の他の実施形態によって設定された周波数を基準に表示された画素行別
周波数のグラフである。
【図１３】本発明の他の実施形態によって設定された周波数を基準に表示された画素行別
周波数のグラフである。
【図１４】本発明の実施形態によって画素行別周波数を設定する段階を示した図面である
。
【図１５】本発明の実施形態によって代表値及び加重値を選択する例を示したグラフであ
る。
【図１６】本発明の実施形態によって代表値及び加重値を選択する例を示したグラフであ
る。
【図１７】本発明の実施形態によって代表値及び加重値を選択する例を示したグラフであ
る。
【図１８】本発明の実施形態によって代表値及び加重値を選択する例を示したグラフであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　添付した図面を参照しながら、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野にお
ける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は
種々の異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００３６】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細
書の全体にわたって類似する部分に対しては同一の図面符号を付けた。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の「上」にあるというとき、これは他の部分の「すぐ上」にある場
合だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部分の「す
ぐ上」にあるというときには、中間に他の部分がないことを意味する。
【００３７】
　次に、本発明の実施形態による表示装置について、図面を参照して詳細に説明する。
【００３８】
　図１は、本発明の実施形態による表示装置のブロック図である。
【００３９】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による表示パネルは、画像を表示する表示領域
３００、表示領域３００のゲート線にゲート電圧を印加するゲート駆動部４００、表示領
域３００のデータ線にデータ電圧を印加するデータ駆動部５００、並びに表示領域３００
、ゲート駆動部４００、及びデータ駆動部５００を制御する信号制御部６００を含む。
【００４０】
　表示領域３００は、マトリックス状に配列された画素ＰＸを含む。ここで、表示領域３
００は、液晶表示パネル、有機発光表示パネル、電気泳動表示パネル、電気湿潤表示パネ
ル、及びプラズマ表示パネルなどの多様な平板表示パネルであり得る。但し、以下では説
明の便宜のために、液晶表示パネルからなる表示領域３００を中心に説明する。
【００４１】
　表示領域３００には、複数のゲート線（横方向（第１方向）に延長された信号線であっ
て、図示せず）及び複数のデータ線（縦方向（第２方向）に延長された信号線であって、
図示せず）を含み、複数のゲート線及び複数のデータ線は絶縁されて交差している。
【００４２】
　各画素ＰＸには、薄膜トランジスタ、液晶キャパシタ、及び維持キャパシタを含む。薄
膜トランジスタの制御端子は一つのゲート線に接続され、薄膜トランジスタの入力端子は
一つのデータ線に接続され、薄膜トランジスタの出力端子は液晶キャパシタの一側端子及
び維持キャパシタの一側端子に接続される。液晶キャパシタの他側端子は共通電極に接続
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され、維持キャパシタの他側端子は信号制御部６００から維持電圧Ｖｃｓｔが印加される
。
【００４３】
　実施形態によっては、薄膜トランジスタのチャネル層は、非晶質シリコンまたはポリシ
リコンであってもよい。
【００４４】
　複数のデータ線は、データ駆動部５００からデータ電圧が印加され、複数のゲート線は
、ゲート駆動部４００からゲート電圧が印加される。
【００４５】
　データ駆動部５００は、表示パネル１００の上側または下側に形成され、縦方向に延長
された複数のデータ線と接続されており、複数のデータ駆動ＩＣ５１０を含む。複数のデ
ータ線は、データ駆動ＩＣ５１０に分れて接続されている。データ駆動ＩＣ５１０は、階
調電圧生成部（図示せず）で生成された階調電圧のうち、該当するデータ電圧を選択して
データ線に印加する。データ駆動ＩＣ５１０は、フレキシブルプリント回路膜（ＦＰＣ；
ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）の上に形成され、表示
パネルに付着されてもよい。
【００４６】
　ゲート駆動部４００は、複数のゲート線にゲートオン電圧とゲートオフ電圧を交互に印
加し、ゲートオン電圧は、複数のゲート線に順次に印加される。ゲート駆動部４００は、
複数のゲート駆動ＩＣ４１０を含んでもよい。また、複数のゲート駆動ＩＣ４１０は、表
示パネルで表示領域３００の左側または右側に集積されてもよい。ゲート駆動部４００は
、クロック信号、スキャン開始信号、ゲートオフ電圧に準ずる低電圧などの電圧の印加を
受けてゲート電圧（ゲートオン電圧及びゲートオフ電圧）を生成し、複数のゲート線に順
次にゲートオン電圧を印加する。
【００４７】
　信号制御部６００は、制御信号、映像データなどを出力してゲート駆動部４００及びデ
ータ駆動部５００を制御する。それだけでなく、本発明の実施形態による信号制御部６０
０では、表示する映像データを分析して静止画か、または動画かを判断し、静止画を表示
する領域と動画を表示する領域を区分し、静止画を表示する周波数と動画を表示する周波
数を区分して画像を表示するように制御することができる。これについては、図３の以下
で詳細に説明する。
【００４８】
　以上では、表示パネル１００を含む表示装置の全体的な構造について説明した。
【００４９】
　以下、図２を参照して、表示領域３００の一部に動画を表示し、それ以外の領域では静
止画を表示する場合、表示領域３００を区分して説明する。
【００５０】
　図２は、表示画面の一部領域だけに動画が表示される場合、表示画面の領域を区分して
示した図面である。
【００５１】
　図２では、表示領域３００において、一部に動画が表示され、それ以外の部分では静止
画が表示される一例を示している。このような場合、表示領域３００は、動画表示領域３
０２と、静止画表示領域３０１－１、３０１－２、３０１－３に区分される。先ず、動画
表示領域３０２の上下にそれぞれ位置する静止画表示領域３０１－１、３０１－３は、静
止画を表示する表示領域であって、一般駆動周波数（例えば、６０Ｈｚ）より低い周波数
で駆動される。一実施形態では、１フレーム毎に１回ずつデータ電圧の印加を受け、それ
以外の時間には印加された電圧が維持される。これは、ゲート線に印加されるゲートオン
電圧が、１フレームに１回ずつ印加されるように制御するためである。一方、このうちの
動画表示領域３０２の左、右側に配置されている静止画表示領域３０１－２は、動画表示
領域３０２とゲート線を共有しているので静止画を表示するが、実際には動画表示領域３
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０２と同一の周波数（以下、「動画周波数」という）で駆動する。つまり、静止画表示領
域３０１－２は、６０Ｈｚで駆動する場合に静止画が表示されるが、秒当たり６０回の静
止画に対応するデータ電圧が各画素に印加されてリフレッシュ（ｒｅｆｒｅｓｈ）される
。そのため静止画表示領域３０１－２はリフレッシュ領域（Ｄａｔａ　Ｒｅｆｒｅｓｈ　
Ｒｅｇｉｏｎ）ともいう。ここで、動画周波数は、静止画と動画の区分なく、全て動画で
ある場合には、画像を表示する一般動作周波数と同一であってもよい。
【００５２】
　以下、ゲート線を共有する静止画表示領域３０１－２と動画表示領域３０２は、動画表
示画素行ともいい、動画表示領域３０２の上下に位置する画素行は静止画表示画素行とも
いう。このとき、動画表示画素行は動画周波数で駆動され、静止画表示画素行は動画周波
数より低い周波数で駆動される。但し、静止画を表示しても、動画表示領域３０２とゲー
ト線を共有する静止画表示領域３０１－２は、動画周波数で駆動される。
【００５３】
　以上のような駆動を行うためには、信号制御部６００で、動画表示領域か、または静止
画表示領域かを分析しなければならない。これについて図３～図５を参照して説明する。
【００５４】
　図３及び図４は、本発明の実施形態によるデータ処理順序を示した図面であり、図５は
、本発明の実施形態によって信号を伝送する波形図を示した図面である。
【００５５】
　図３及び図４を参照すると、外部から信号制御部６００に入力されるデータを比較して
静止画であるか否かを判断する。
【００５６】
　先ず、外部から信号制御部６００にデータが入力（Ｓ１０：Ｉｎｐｕｔ　ｄａｔａ）さ
れると、現在フレーム（任意のｎ番目フレーム（ｎは自然数））に入力されたデータと、
直前フレーム（ｎ－１番目フレーム）に入力されたデータとを比較（Ｓ２０：Ｃｏｍｐａ
ｒｉｎｇ　ｉｎｐｕｔ　ｄａｔａ　ａｎｄ　ｄａｔａ　ｏｆ　ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ｆｒａ
ｍｅ）する。直前フレーム（ｎ－１番目フレーム）に入力されたデータを保存するために
、図４のフレームメモリ（Ｆｒａｍｅ　ｍｅｍｏｒｙ）６１０が必要である。また、現在
フレーム（任意のｎ番目フレーム）に入力されたデータと、直前フレーム（ｎ－１番目フ
レーム）に入力されたデータとを比較するために、図４の比較器（Ｃｏｍｐａｒａｔｏｒ
）６２０も必要である。図４によれば、ｎ番目フレームに入力されたデータは、フレーム
メモリ６１０と比較器６２０に入力され、直前フレームのｎ－１番目フレームに入力され
たデータは、フレームメモリ６１０に保存され、ｎ番目フレーム（現在フレーム）で比較
器６２０に伝達される。比較器６２０では、ｎ番目フレームに入力されたデータと、ｎ－
１番目フレームに入力されたデータとを各ライン別／画素別に比較して、動画か、または
静止画かを判断（Ｓ３０：ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　ｓｔｉｌｌ　ｉｍａｇｅ／ｍｏｔｉ
ｏｎ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｆｏｒ　ｅａｃｈ　ｌｉｎｅ）する。比較器６２０は、動画か、
または静止画かを判断した結果をラインバッファメモリ（Ｌｉｎｅ　ｂｕｆｆｅｒ　ｍｅ
ｍｏｒｙ）６２５に出力し、ラインバッファメモリ６２５は当該結果を保存（Ｓ４０：ｓ
ｔｏｒｉｎｇ　ｌｉｎｅ　ｂｕｆｆｅｒ　ｍｅｍｏｒｙ）する。比較器６２０の出力は、
２ビット（０または１）で行われ、本実施形態による比較器６２０では、０は静止画を意
味し、１は動画を意味する。図５では、ラインバッファメモリ６２５に保存された一つの
例による値を左側グラフに点線で示した。図５の左側グラフは、一実施形態による画像を
比較した結果を示し、動画の部分が２箇所に存在している場合である。従って、図５の左
側グラフとは異なり、静止画と動画が多様な組み合わせで存在してもよい。それだけでな
く、実施形態によっては、比較器６２０に保存された２ビットのうちの１は静止画を意味
し、０は動画を意味してもよい。
【００５７】
　このように分析された情報に基づいてデータ駆動部５００及びゲート駆動部４００を制
御して、動画表示及び静止画を表示（Ｓ５０：Ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　ｄａｔａ　ｄｒ
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ｉｖｅｒ　ａｎｄ　ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　ｔｏ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｉｍａｇｅ　ｔｏ
　ｐｉｘｅｌ　ｒｏｗ）する。
【００５８】
　図５によれば、二つの点線により区分された動画の部分を右側のグラフのように一つの
動画領域と分析し、それ以外の部分は静止画を表示して、動画周波数より低い周波数で画
像を表示し、動画領域では動画周波数で動画を表示する。図５の実施形態によれば、二つ
の動画表示画素行の間に存在する静止画表示画素行を動画表示画素行のように動作させて
、表示領域３００に一つの動画表示画素行グループだけが存在すると分析して、表示動作
を単純化させた実施形態である。しかし、実施形態によっては、二つの動画表示画素行グ
ループに区分し、その間の静止画表示画素行は静止画を表示するようにしてもよい。
【００５９】
　一方、静止画表示画素行と動画表示画素行が決定された場合、信号制御部６００がデー
タ駆動部５００とゲート駆動部４００を制御して画像を表示する方法について、図６及び
図７の実施形態を中心に詳細に説明する。
【００６０】
　図６は、本発明の実施形態によってラインバッファメモリに保存された結果によって動
画の部分を分析する方法を示したグラフであり、図７は、本発明の実施形態によって画面
が表示される形状を時間によって区分して示した図面である。
【００６１】
　図６を参照して、ゲート駆動部４００を制御する方式を記述すると、次の通りである。
６０Ｈｚの動画周波数を有する場合、１秒（１ｓｅｃ）間に６０回の画像が表示され、垂
直同期信号ＳＴＶが６０回発生する。一回の垂直同期信号ＳＴＶが発生した後、次の垂直
同期信号ＳＴＶが発生する前までの周期は、１フレームと一致し、１フレーム間にゲート
線の数に対応するゲートスキャン（Ｇａｔｅ　ｓｃａｎ）信号が発生する。出力イネーブ
ル（Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａｂｌｅ；ＯＥ）信号は、ゲートスキャン信号の出力を制御する
。本発明の一実施形態によれば、ゲートスキャン信号は、出力イネーブルＯＥ信号がロー
値を有するとき、ゲート出力（Ｇａｔｅ　ｏｕｔｐｕｔ）でゲートオン電圧が出力され、
出力イネーブルＯＥ信号がハイ値を有するときには、ゲートオン電圧が出力されない。
【００６２】
　一方、データ駆動部５００を制御する方式は図６を参照し、信号制御部６００から伝達
される映像データを、データ駆動部５００は出力イネーブルＯＥ信号がロー値を有すると
きだけにデータ出力（Ｄａｔａ　ｏｕｔｐｕｔ）でデータ電圧を出力し、出力イネーブル
ＯＥ信号がハイ値を有するときには、データ電圧を出力しないようにスクリーニング（ｓ
ｃｒｅｅｎｉｎｇ）する。データ駆動部５００の場合、出力イネーブルＯＥ信号がハイ値
を有するときにも、データ電圧を出力しても画素にはゲートオン電圧が伝達されないので
、画素に充電された電圧が変わることはないが、このような場合、データ駆動部５００が
動作することにより、消費電力が発生する短所がある。従って、図６の実施形態では、出
力イネーブルＯＥ信号がロー値を有するときだけにデータ電圧を出力させることにより、
消費電力を減らしている。
【００６３】
　図６において、出力イネーブルＯＥ信号がロー値を有する区間は、動画表示画素行を動
作させるタイミングに対応し、出力イネーブルＯＥ信号がハイ値を有する区間は、静止画
表示画素行を動作させるタイミングに対応する。
【００６４】
　一方、図６において、出力イネーブルＯＥ信号が１フレーム内で全てロー値を有する区
間が最も左側のフレームと最も右側のフレームに示されている。出力イネーブルＯＥ信号
が全てロー値を有するので、当該フレームでは動画表示画素行と静止画表示画素行を全て
表示する区間である。図６の波形図によれば、動画表示及び静止画表示が全て行われるの
は、１秒毎に一回ずつ発生する実施形態であることが分かる。
【００６５】
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　図６に示したように画像を表示する場合を、概念的に分析することを容易にするために
、図７の通りに示した。
【００６６】
　つまり、図７において、全体画像を表示するフレームは、１Ｈｚの周波数（１秒に１回
）で表示され、その間の動画表示画素行は、６０Ｈｚ（１秒に６０回）の周波数で総５９
回表示される場合が示されている。また、図７においては、動画表示画素行は動画表示領
域３０２だけでなく、動画表示領域３０２の左、右側に配置されている静止画表示領域３
０１－２も含むことが明確に示されている。動画表示画素行に含まれている静止画表示領
域３０１－２は静止画を表示するので、続けて同一の画面を表示するようになり、単純に
リフレッシュ（ｒｅｆｒｅｓｈ）されている。
【００６７】
　図６及び図７の実施形態では、動画周波数は６０Ｈｚであり、静止画表示周波数は１Ｈ
ｚに固定された場合を説明した。しかし、実施形態により、静止画表示周波数は静止画表
示画素行別に互いに異なるか、または変動してもよい。
【００６８】
　これについては、図８～図１４を参照して説明する。
【００６９】
　図８は、本発明の実施形態によって画像を表示する周波数を設定し、画像を表示するた
めの画素行別周波数に対するグラフを示した図面である。
【００７０】
　図８では右側にグラフが示されているが、グラフの縦方向の軸は画素行（Ｌｉｎｅ）を
示し、左側の表示領域３００に対応するように示されている。つまり、動画表示画素行（
３０２、３０１－２に対応する）に対応する画素行は点線で示されている。一方、グラフ
の横方向の軸は周波数を示し、６０Ｈｚが動画周波数である場合を表示する。また、最適
静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚは、静止画表示領域のデータを分析して、最小消費電力
を有するようにするための最適の静止画表示周波数を意味する。最適静止画表示周波数Ｗ
ａｌｌ＿Ｈｚは、画像パターン及び画素内の液晶キャパシタ及び維持キャパシタの特性に
よって定められる。実施形態によっては、静止画表示画素行（３０１－１、３０１－３に
対応する）の画像パターンを分析し、その結果に基づいてルックアップテーブルＬＵＴで
当該最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚを分析してもよい。画像パターンの分析につい
ては、以下の図１５～図１８を参照してさらに詳細に説明する。
【００７１】
　また、本実施形態では、動画表示画素行の上部静止画表示領域３０１－１における低周
波数（Ｕ＿Ｈｚ；以下、上部静止画表示周波数という）、及び動画表示画素行の下部静止
画表示領域３０１－３における低周波数（Ｌ＿Ｈｚ；以下、下部静止画表示周波数という
）も、各領域における画像パターンを分析して各低周波数を決定する。実施形態によって
は、各静止画表示画素行の画像パターンを分析し、その結果に基づいてルックアップテー
ブルＬＵＴで当該上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ及び下部領域の静止画表示周波数
Ｌ＿Ｈｚを決定してもよい。画像パターンの分析については、以下の図１５～図１８を参
照してさらに詳細に説明する。
【００７２】
　動画表示画素行の上部及び下部の静止画表示領域における画像パターンを分析して計算
された最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚ、上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ、及
び下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚを、図８のグラフに示すが、多様な順序に配置さ
れてもよい（図１２、図１３参照）。図８では、周波数の大きさが小さいものから大きい
ものに並べられ、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚ、上部領域の静止画表示周波数Ｕ
＿Ｈｚ、及び下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚの順序で示されている。
【００７３】
　先ず、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚは、最小電力を示す最適の周波数であるの
で、これより低い周波数を使用する場合には画像品質に問題が生じ得る。従って、これよ
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り低い周波数では静止画を表示しないようにする。図８では、上部領域の静止画表示周波
数Ｕ＿Ｈｚ及び下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚが、いずれも最適静止画表示周波数
Ｗａｌｌ＿Ｈｚより大きいので、上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ及び下部領域の静
止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚによって画像を表示すればよい。
【００７４】
　このとき、図８のグラフに示したように、動画表示画素行で最も遠い最初の画素行及び
最後の画素行における静止画表示周波数を、それぞれ上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈ
ｚ及び下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚとする。その後、最初及び最後の画素行から
動画表示画素行までの静止画表示周波数を次第に増加させて、動画表示画素行で６０Ｈｚ
となるように変化させる。本発明の実施形態では、上部静止画表示領域３０１－１の全体
を上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚで駆動し、下部静止画表示領域３０１－３の全体
を下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚで駆動させるのが、消費電力の側面で理想的であ
り得るが、図８に示したように、静止画表示画素行においても画素行別に互いに異なる動
作周波数となるようにすれば、動画表示画素行の周辺で発生し得る動画表示と静止画表示
の境界が視認されない長所を有する。
【００７５】
　上のように、静止画表示画素行の各々を異なる静止画表示周波数で駆動することについ
て、図９を中心に説明する。
【００７６】
　図９は、本発明の実施形態によって設定された周波数によって画像を表示する方法を示
した図面である。
【００７７】
　図９に示したように、出力イネーブルＯＥ信号を利用して、フレーム毎に表示される静
止画表示画素行が制御される。
【００７８】
　つまり、図９に示したように、一回の垂直同期信号ＳＴＶが発生した後、次の垂直同期
信号ＳＴＶが発生する前までの周期である１フレーム内で、ゲートクロックＣＰＶ信号は
全ての画素行に対してゲートオン電圧を出力するように印加されている。ここで、ゲート
クロックＣＰＶ信号は、ゲート駆動部４００でのゲートオン電圧の生成に使用される。
【００７９】
　しかし、本発明の実施形態では、全ての画素行に対してゲートクロックＣＰＶ信号が印
加されても、出力イネーブルＯＥ信号を利用してスクリーニングすることにより、実際に
ゲート駆動部４００に印加される実ゲートクロックＣＰＶ’信号は、図９に示したように
、出力イネーブルＯＥ信号がロー値を有する部分だけから出力され、それ以外の部分から
は出力されない。
【００８０】
　図９では、出力イネーブルＯＥ信号は、各フレーム毎にロー値を有する区間ｓの長さが
変わる。出力イネーブルＯＥ信号のロー区間ｓの長さを変更することにより、静止画表示
画素行別に静止画表示周波数を異なるようにする。
【００８１】
　つまり、図９では、左側のフレームから右側のフレームに向かって次第に出力イネーブ
ルＯＥ信号のロー区間ｓの長さが長くなる。その結果、当該フレームでデータ電圧が印加
される画素行が多くなる。つまり、左側のフレームでは動画表示画素行だけにデータ電圧
が印加されているが、右側のフレームに移動するほど動画表示画素行の上下に存在する静
止画表示画素行までデータ電圧が印加されて、リフレッシュされるように駆動する。また
、右側のフレームに向かって次第にデータ電圧が印加される静止画表示画素行の数が多く
なっている。このように駆動すれば、動画表示画素行は全てのフレームで表示されるので
、動画周波数で画像が表示され、動画表示画素行に隣接する静止画表示画素行は、動画表
示画素行から遠い静止画表示画素行に比べて多いフレームで静止画を表示するので、静止
画表示周波数がさらに大きいことが分かる。
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【００８２】
　また、図８のグラフにおいて、各画素行に対する周波数に対応するように出力イネーブ
ルＯＥ信号のロー区間ｓの長さを調節すれば、図８のグラフによる表示周波数で動画及び
静止画を表示するようにする。
【００８３】
　実施形態によっては、静止画表示周波数は動画表示画素行に近いほど、さらに多いフレ
ームで静止画を表示して、高い周波数を有することができる。
【００８４】
　また、実施形態によっては、静止画表示周波数を定めることにおいて、一定の画素行を
ブロックに区分し、当該ブロック別に静止画周波数を定めてもよい。
【００８５】
　このような実施形態は、図１０及び図１１に示している。
【００８６】
　図１０及び図１１は、本発明の他の実施形態によって画像を表示する周波数を設定し、
画像を表示するための画素行別周波数に対するグラフを示した図面である。
【００８７】
　図１０及び図１１は図８に対応する。図８の実施形態では、画素行別に静止画表示周波
数を定めるので、各画素行別に静止画表示周波数を保存しなければならないので、保存空
間（例えば、ＬＵＴまたはメモリ）の容量が多く必要である。
【００８８】
　そのため図１０及び図１１の実施形態では、保存空間を減らすための実施形態を示して
いる。
【００８９】
　先ず、図１０では、表示パネルでの画素行を複数のブロックに区分し、当該ブロックに
おける静止画表示周波数を一定の値に設定した実施形態を示している。
【００９０】
　図１０の実施形態では、上部領域を７個の画素行ブロックに区分し、下部領域を４個の
ブロックに区分している。
【００９１】
　上部領域の７個の画素行ブロックは、互いに異なる静止画表示周波数を有し、同一の画
素行ブロック内の画素行は、全て同一の静止画表示周波数で静止画を表示する。７個の画
素行ブロックは、動画表示画素行に近いほどさらに高い静止画表示周波数を有し、上部領
域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚから動画表示周波数６０Ｈｚ間の値を有する。
【００９２】
　下部領域の４個の画素行ブロックは、互いに異なる静止画表示周波数を有し、同一の画
素行ブロック内の画素行は、全て同一の静止画表示周波数で静止画を表示する。４個の画
素行ブロックは、動画表示画素行に近いほどさらに高い静止画表示周波数を有し、下部領
域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚから動画表示周波数６０Ｈｚ間の値を有する。
【００９３】
　上部領域と下部領域の画素行ブロックは、それぞれ同一の個数の画素行を含んでもよく
、互いに異なる画素行の個数を含んでもよい。
【００９４】
　一方、図１１の実施形態では、複数の静止画表示周波数を定め、当該静止画表示周波数
に対応する画素行を基準に画素行ブロックを区分する。つまり、上部領域の各画素行ブロ
ックは、上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ、動画表示周波数６０Ｈｚ、定められた複
数の静止画表示周波数、のうちの一つを、最大値と最小値の静止画表示周波数として有す
る。最大値と最小値が定められた画素行ブロックに属する画素行は、内挿（ｉｎｔｅｒｐ
ｏｌａｔｉｏｎ）によって各画素行別に静止画表示周波数が決定される。一つの画素行ブ
ロック内の各画素行が表示する静止画表示周波数は、線形的に増加する関係を有してもよ
い。
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【００９５】
　一方、下部領域の各画素行ブロックは、下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚ、動画表
示周波数６０Ｈｚ、定められた複数の静止画表示周波数、のうちの一つを、最大値と最小
値の静止画表示周波数として有する。最大値と最小値が定められた画素行ブロックに属す
る画素行は、内挿（ｉｎｔｅｒｐｏｌａｔｉｏｎ）によって各画素行別に静止画表示周波
数が決定される。一つの画素行ブロック内の各画素行が表示する静止画表示周波数は、線
形的に増加する関係を有してもよい。
【００９６】
　実施形態によっては、複数の静止画表示周波数は既設定されている値であるか、または
定められた静止画表示周波数を表示する画素行を基準に画素行ブロックを区分するか、ま
たは定められた特定画素行を基準に画素行ブロックを区分し、そのときの当該画素行の静
止画表示周波数をそのまま利用してもよい。
【００９７】
　以下、図１２及び図１３を参照して、他の実施形態による画素行別表示周波数のグラフ
についてさらに説明する。
【００９８】
　図１２及び図１３は、本発明の他の実施形態によって設定された周波数を基準に表示さ
れた画素行別周波数のグラフである。
【００９９】
　図１２では、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚが上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿
Ｈｚより大きく、上部領域で静止画を表示するときは、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿
Ｈｚ未満の周波数では静止画を表示しない。図１２では、上部領域の静止画表示周波数Ｕ
＿Ｈｚから最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚまでの部分は点線で示し、当該周波数は
使用しないことを明確にした。
【０１００】
　一方、図１２では、上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚから動画周波数（本実施形態
では６０Ｈｚ）まで曲線的に周波数が増加するように設定された状態で、最適静止画表示
周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚ未満の値は全て最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚとなるように
設定した実施形態である。
【０１０１】
　しかし、実施形態によっては、図１２と異なり、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚ
から動画周波数まで曲線的に周波数が増加するように設定してもよい。
【０１０２】
　一方、図１３では、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚと上部領域の静止画表示周波
数Ｕ＿Ｈｚが同一の値を有する場合を示している。図１３の実施形態は、上部領域の静止
画表示周波数Ｕ＿Ｈｚから動画周波数６０Ｈｚまで曲線的に周波数が増加するように設定
されている（曲線１参照）。また、実施形態によっては、上部領域の静止画表示周波数Ｕ
＿Ｈｚから一定の画素行までは同一の周波数に維持され、その後動画周波数まで曲線的に
周波数が増加するように設定される（曲線２参照）。図８、図１２、図１３以外にも、算
出された最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚ、上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ、
及び下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚにより、多様なグラフが表現される。特に、下
部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚが上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚより小さいか
、または最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚより小さくてもよい。
【０１０３】
　また、算出された上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚ及び下部領域の静止画表示周波
数Ｌ＿Ｈｚから動画周波数まで増加する曲線形態も多様であり、動画表示画素行までの距
離及び表示パネルの特性などによって変化し得る。また、ルックアップテーブルには増加
する曲線の形態や画素行間の増加する値に対する情報も保存され得る。
【０１０４】
　以下、本発明の一実施形態によって画素行に対する周波数を決定する段階について、図
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１４を参照してさらに明確に説明する。
【０１０５】
　図１４は、本発明の実施形態によって画素行別周波数を設定する段階を示した図面であ
る。
【０１０６】
　図１４に示したブロック図は、信号制御部６００内に具備された駆動周波数決定部６３
０を示す。
【０１０７】
　先ず、映像データ（Ｉｍａｇｅ　Ｄａｔａ）が信号制御部６００に入力されると、入力
された映像データは駆動周波数決定部６３０に伝達される。駆動周波数決定部６３０に入
力された映像データは、先ず最適静止画表示周波数抽出部（Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　
ｓｔｉｌｌ　ｉｍａｇｅ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ
　ｕｎｉｔ）６３１に伝達されて、最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚを算出する。最
適静止画表示周波数抽出部６３１は、静止画表示画素行３０１－１、３０１－３の画像パ
ターンを通じて代表値を算出し、算出された代表値に基づいてルックアップテーブルＬＵ
Ｔで当該最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿Ｈｚを選択する。ここで、代表値を算出は、以
下の図１５～図１８を参照してさらに詳細に説明する。
【０１０８】
　駆動周波数決定部６３０に入力された映像データは位置判断部６３２にも入力される。
位置判断部（ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３２は、連続的
に入力される映像データが実際に表示パネルのいずれの画素に印加されるのかを判断する
。このように判断された結果に基づいて画素行別にデータを区分し、区分された画素行の
データは静止画／動画判断部（ｓｔｉｌｌ　ｉｍａｇｅ／ｍｏｔｉｏｎ　ｐｉｃｔｕｒｅ
　ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３３に入力される。静止画／動画判断部６３３
は、画素行を基準に現在フレーム（任意のｎ番目フレーム）の映像データと、直前フレー
ム（ｎ－１番目フレーム）の映像データとを比較して、画像データがそれぞれ静止画か、
または動画かを判断する。静止画／動画判断部６３３は、図４のフレームメモリ６１０及
び比較器６２０を含み、直前フレーム（ｎ－１番目フレーム）の映像データと比較するこ
とができる。
【０１０９】
　各画素行別に静止画か、または動画なのか判断された結果は、動画表示画素行設定部（
ｍｏｔｉｏｎ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐｉｘｅｌ　ｒｏｗ　ｄｅｔｅｒｍｉ
ｎｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３４に印加されて、表示領域３００において、どの部分が動画表
示画素行３０２であり、どの部分が静止画表示画素行なのかを設定する。
【０１１０】
　このようにそれぞれの画素行の特定が設定されると、画像データは代表値算出部（ｒｅ
ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｖｅ　ｖａｌｕｅ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３５と
加重値算出部（ｗｅｉｇｈｔ　ｖａｌｕｅ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３６
に伝達されて、各画素行別に代表値及び加重値が算出される。
【０１１１】
　算出された代表値と加重値は互いに掛けられた後、掛けられた結果値を利用してルック
アップテーブル（ＬＵＴ）６３７で各画素行別駆動周波数を選択し、それに加えて下部領
域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚ及び上部領域の静止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚも選択する。ル
ックアップテーブル（ＬＵＴ）６３７は、代表値と加重値の積に対する周波数値を保存し
ている。実施形態によっては、ルックアップテーブル６３７は代表値に対する周波数値を
保存してもよい。
【０１１２】
　このように、ルックアップテーブル６３７で選択した最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿
Ｈｚ、各画素行別駆動周波数、下部領域の静止画表示周波数Ｌ＿Ｈｚ、及び上部領域の静
止画表示周波数Ｕ＿Ｈｚは、駆動周波数決定部（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
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ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　ｕｎｉｔ）６３８に印加されて修正され、最終的な各画素行別
駆動周波数が決定される。つまり、駆動周波数決定部６３８は、ルックアップテーブルで
定められた周波数が適正なのかを判断して、最終駆動周波数に決定する。このように定め
られた駆動周波数をグラフに示せば、図８、図１２、及び図１３に示したようなグラフに
なる。
【０１１３】
　このように定められた各画素行別駆動周波数により、図９に示したように出力イネーブ
ルＯＥ信号のロー区間の大きさとタイミングを調節して画像を表示する。
【０１１４】
　図１４では、各画素行の代表値と加重値に基づいて駆動周波数を決定したが、以下では
代表値と加重値を決定する多様な実施形態のうち代表的ないくつかを説明する。
【０１１５】
　図１５～図１８は、本発明の実施形態によって代表値及び加重値を選択する例を示した
グラフである。
【０１１６】
　先ず、図１５では、代表値で代表階調値を算出する例を示している。
【０１１７】
　図１５では、一つの画素行または代表値を求めようとする領域における各階調を表示す
る画素の個数（＃　ｏｆ　ｐｘｌｓ）を計算した結果を見やすくグラフに示したものであ
る。このうち、代表値として選択できる値は平均値Ａｖｇ、最も多い画素を含むピーク値
Ｐｅａｋ、及び表示する最大階調値Ｍａｘなどがある。これらは全て階調値である。
【０１１８】
　一方、図１６では、代表値として階調値でない輝度値Ｌｕｍ．を使用できることを示し
ている。図１５に示したように、代表的な階調（代表Ｇｒａｙ）値が定められた場合、当
該代表階調値による輝度値を代表値として使用する。図１６に示した曲線はガンマ曲線で
ある。
【０１１９】
　一方、図１７及び図１８では、加重値Ｗｅｉｇｈｔを算出する例をそれぞれ示している
。
【０１２０】
　先ず、図１７では、代表階調（Ｇｒａｙ）値が中間階調値である場合には加重値を大き
く付与して、最大または最小値に近い場合には加重値を小さく付与した例を示している。
このような加重値は、フリッカー（ｆｌｉｃｋｅｒ）が使用者に視認されないようにする
ための例である。つまり、画素が表示する輝度が低いか、または高い場合には、階調が変
化することによって使用者が容易に輝度変化を感じられるため、加重値を低くして小さい
値を作ることによって変化を減らし、中間階調は輝度変化が少ないため、加重値を高くし
て大きい値を作る。図１７では代表階調値に基づいて加重値を提供したが、輝度値に基づ
いて加重値を提供してもよい。この場合、輝度値が中間輝度値を有するとき加重値が大き
く、輝度値が小さいか、または大きいと、加重値が小さい。
【０１２１】
　一方、図１８では、代表値に対応する面積を算出した後、面積が大きいほど加重値を大
きく付与する例を示している。このような例は、代表値に対応する画素が多いときに加重
値を提供する例であり、代表値に対応する画素数が多い場合に、加重値を大きく付与して
もよい。
【０１２２】
　一方、実施形態によっては、図１７及び図１８の加重値を全て含んで使用してもよく、
この場合には、代表値に加重値二つをそれぞれ掛けた値に基づいて周波数を選択してもよ
い。
【０１２３】
　以上のように、図１５～図１８では代表値及び加重値の多様な例について説明したが、
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代表値及び加重値が変更されることによってルックアップテーブル６３７で周波数を選択
するための基準値が変更されるので、表示装置では多様な代表値及び加重値のうちの一つ
を選択して使用してもよい。
【０１２４】
　本発明の実施形態によれば、静止画表示画素行は、できるたけ低い周波数で動作するの
が消費電力を減らすのに利点がある。しかし、このような低周波数の駆動においては画素
内に含まれている薄膜トランジスタで発生するオフ状態での電流漏れにより、表示品質が
低下するという短所が発生し得る。従って、画素の特性に応じて表示品質がない程度に低
周波数で画像を表示する必要があり、このような概念は最適静止画表示周波数Ｗａｌｌ＿
Ｈｚに含まれている。それだけでなく、薄膜トランジスタでオフ状態の電流漏れを減らせ
ば、さらに低周波数の駆動が可能なので、表示装置の画素に形成される薄膜トランジスタ
として、酸化物半導体をチャネル層に使用することができる。つまり、非晶質シリコンを
薄膜トランジスタに使用する場合に比べ、酸化物半導体をチャネル層に使用する薄膜トラ
ンジスタが、オフ状態の漏洩電流が少ないので、さらに低い低周波数の駆動が可能である
。しかし、非晶質シリコンを含む薄膜トランジスタを使用しても、低周波数を適切に制御
することにより、低消費電力駆動が可能である。
【０１２５】
　一方、実施形態によっては、薄膜トランジスタはポリシリコンをチャネル層に使用して
もよい。
【０１２６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されず、特許請求の範囲で定義された本発明の基本概念を利用した当業者による種
々の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【０１２７】
　３００　表示領域
　３０１－１、３０１－２、３０１－３　静止画表示領域
　３０２　動画表示領域
　４００　ゲート駆動部
　４１０　ゲート駆動ＩＣ
　５００　データ駆動部
　５１０　データ駆動ＩＣ
　６００　信号制御部
　６１０　フレームメモリ
　６２０　比較器
　６２５　ラインバッファメモリ
　６３０　駆動周波数決定部
　６３１　表示周波数抽出部
　６３２　位置判断部
　６３３　静止画／動画判断部
　６３４　動画表示画素行設定部
　６３５　代表値算出部
　６３６　加重値算出部
　６３７　ルックアップテーブル
　６３８　駆動周波数決定部
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